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１．目的

　2020 年度は新型コロナウイルスの感染拡大に

よって , 東京 2020 オリンピック競技大会が延期と

なり , また多くのグランプリ大会も中止となった . 

その中で 2020 年 8 月のセイコーゴールデングラン

プリ陸上 2020 東京 ( 以下 , GGP), 10 月の第 104

回日本陸上競技選手権大会 ( 以下 , 日本選手権 ) 

において男女 800m 競技が実施され , 日本の 800m

トップアスリートはこれらの大会に照準を絞りト

レーニングを実施したと考えられる . 本報告では , 

2020 年に実施された主要競技会である , GGP およ

び日本選手権における男女 800m 決勝の上位入賞者

のレース分析結果を報告する .

２．方法

２–１. 対象競技会

　対象競技会は下記 2大会であった .

・セイコーゴールデングランプリ陸上 2020 東京 (8

月 23 日 ; 国立競技場 , 東京 )

・ 第104回日本陸上競技選手権大会 (10月1日–3日 ; 

デンカビックスワンスタジアム , 新潟 )

表 1. GGP 男子 800m におけるレース分析結果
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表 2. 日本選手権男子 800m 決勝におけるレース分析結果

２–２. 分析対象選手

　分析の対象としたのは , GGP では男女ともに上位

3 名 , 日本選手権では男女ともに上位 4 名であっ

た . 

２– ３. 撮影方法

　800m レースの撮影には撮影速度を 59.94 fps

に設定したデジタルビデオカメラ (DMC-FZ300, 

Panasonic, Japan) を GGP では 1 台 , 日本選手権

では 3 台用いた . スタートの閃光または発煙を撮

影後 , 全選手をカメラ画角内に収めながら追従撮

影をした . 撮影はすべて競技場スタンドから実施

し , カメラが 1 台の場合はフィニッシュライン延

長線上 , 3 台の場合はフィニッシュライン延長線上

に加えて 500m 通過ライン延長線上と 200m および

600m 通過ライン延長線上を撮影位置とした . 

２– ４. 分析方法

　スタートの閃光または発煙後の 100m ごとの地点 

( 最初の区間はブレークポイントまで ) を通過する

際のコマ数を映像から読み取った . なお , 国立競

技場のブレークポイントは 115m 地点 , デンカビッ

クスワンスタジアムのブレークポイントは 120m 地

点であった . コマ数から通過タイムを算出し , そ

の後各区間における所要時間および走スピードを算

出した .

　各区間の最初および最終の接地が行われたコマ数

およびその区間の歩数を読み取り , ピッチおよび

ステップ長を算出した . つまり , ピッチは区間の

歩数を最初および最終の接地が行われたコマ数から

算出される時間で除すことで算出し , ステップ長

は走スピードをピッチで除すことによって算出し

た. なお, GGPでは最初の区間 (0-115m) のステッ
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図 1. GGP における男子 800m 上位 3名の走スピード ( 左上 ), ステップ長 ( 左下 ) およびピッチの変化

図 2. 日本選手権における男子 800m 上位 4名の走スピード ( 左上 ), ステップ長 ( 左下 ) およびピッチの

変化
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表 3. GGP 女子 800m におけるレース分析結果

プ長およびピッチを算出することが出来なかったた

め , それ以降のデータのみを算出した .

３．結果および考察

　表 1および表 2には GGP および日本選手権におけ

る男子 800m のレース分析結果がそれぞれ示されて

いる . また , それらをもとに図 1 および図 2 には

GGPおよび日本選手権における男子800mの走スピー

ド , ステップ長およびピッチを示した . GGP の男

子 800m における走スピードは”M 字”の形を示し

た一方 , 日本選手権の男子 800m では”V 字”の形

を示した . しかし , いずれのレースにおいても男

子 800m では 500m 過ぎから走スピードが増大してい

た .

　男子 800m ではいずれのレースにおいてもステッ

プ長は”への字”の形を示し , ピッチは”U字”を

示した . したがって , ステップ長は 200m 通過後

フィニッシュまで漸減する傾向があり , ピッチは

レース中盤からフィニッシュにかけて漸増すること

がわかる . したがって , レース序盤の大きな走ス

ピードの獲得にはステップ長が , レース中盤以降

の走スピードの獲得にはピッチがそれぞれ大きく影

響していると考えられる . つまり , 男子 800m にお

けるレースでの成否には , 大きなステップ長での

走行と高いピッチでの走行の両方を引き出せる技術

的なトレーニングも必要となるだろう .

　男子選手を個別にみると法政大・松本選手は非

常に特徴的で , レース序盤は大きなステップ長に

よって , レース後半には爆発的にピッチを高める

ことによって , それぞれ高い走スピードを獲得し

ている . 山梨学院大 ･ 瀬戸口選手もレース序盤は

大きなステップ長によって走スピードを獲得し , 

レース中盤以降は高いピッチを維持することによっ

て走スピードを獲得しているようである . 一方 , 

中央大 ･金子選手は他の選手と比べてレースを通し

てのステップ長の変化が小さく , 後半にピッチを

漸増できるためレース後半に走スピードを漸増で

きていると考えられる . サンベルクス ･ 梅谷選手

はレース全体を通してステップ長が大きく , ピッ

チが低いことが特徴であるが , 日本選手権のラス

ト 100m ではストライドもピッチも増加させること

によって , 4 名の中で最も高いラストスパートのス

ピードを獲得していた .

　表 3 および表４には GGP および日本選手権にお

ける女子 800m のレース分析結果がそれぞれ示され
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表 4. 日本選手権女子 800m 決勝におけるレース分析結果

ている . また , それらをもとに図 3 および図 4 に

は GGP および日本選手権における女子 800m の走ス

ピード , ステップ長およびピッチを示した . 男

子のレースと異なり , 女子 800m では走スピード

がスタート後最初の区間 (0-115m または 120 ｍ ) 

においてもっとも高く , その後フィニッシュに

かけて漸減傾向であることが示された . ただし , 

700m-800m の区間で走スピードを高められた選手が

順位も高かったことも認められた . その要因は男

子と同様に , ピッチを高められるかによって決定

していた .

　ステップ長は 115m または 120m から 200m 区間に

おいて最も大きく , 男子よりも低下率が小さいも

のの 200m 通過後フィニッシュにかけて漸減する傾

向が認められた . ピッチは緩やかな”U の字”の

形を示した . しかしレース終盤のピッチはスター

ト直後ほど高くならないため , どちらかというと”

しの字”の形の方が適切かもしれない . 女子選手

を個別にみると , 東大阪大 ･ 川田選手や新潟アル

ビレックス ･ 広田選手 , 積水化学 ･ 卜部選手はス

テップ長型 , 立命館大 ･ 塩見選手や豊田織機 TC･

田中選手はピッチ型であることが認められた . し

かし , いずれの型においてもレース終盤にピッチ

を高められるかどうかがレースの成否を分けると考

えられる . また , スタート直後の高いピッチによ

る大きな走スピードの獲得や疲労を伴ってもステッ

プ長を変化させず走行し続けられる体力的および技

術的なトレーニングも必要となるかもしれない .
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図 3. GGP における女子 800m 上位 3名の走スピード ( 左上 ), ステップ長 ( 左下 ) およびピッチの変化

図 4. 日本選手権における女子 800m 上位 4名の走スピード ( 左上 ), ステップ長 ( 左下 ) およびピッチの

変化


